
 

 

 

 

 

 

 

2019 年 8 月 25 日～8 月 30 日の間、拠点形成事業のサポートを受けてオランダの Utrecht University で開催

された 10th Utrecht PhD Summer School “Environmental Signaling in Plants” に参加しました。私は、ウ

イルス感染による植物細胞死について研究していますが、今回のSummer schoolでは、Plant-microbe interaction

をはじめ、世界各地からの Environmental signaling in plant 領域のエキスパートたちの興味深い講演を聞く

チャンスをいただき、研究視野を広げ、今後の研究に有益な情報を得ることができました。他に、Summer school

ではヨーロッパ各大学の fellow PhD candidates 学生たちとお互いの研究内容、それぞれの PhD 課程の制度及び

生活面などの、様々な話題について情報交換をして、研究者交流をしました。今回の Summer school では、以前、

東北大学農学研究科の植物病理学研究室にインターンシップをしていたSietskeさんとも再会しました。さらに、

Summer school の主催者である Corne Pieterse 教授の研究室を訪問し、同教授と共同研究の打ち合わせをしたり、

ラボのメンバーと研究成果について議論するなど、有意義な時間を過ごすことができました。 

今回の Summer school の参加を通じ、植物科学研究の各側面に対する新認識が見つかり、共同研究先である

Pieterse 研究室と繋がりを持つことができ、自身の研究に益するところが大きかったと思っております。今回の

様な貴重な機会を頂き、JSPS 研究拠点事業に深くお礼を申し上げます。 

 

（文：東北大学大学院農学研究科 博士課程後期３年 植物病理学分野 田 薆楠）  
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